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　中学校までは、みなさんは全員が同じ内容を学んできました。高校になり、理系と文系にわかれ、学ぶ内容が
人によって少し変わりました。大学では、さらに学部や学科によって学ぶ内容が大きく異なってきます。学問の
世界は奥深く、自分の専門の学問を学ぶだけで膨大な時間がかかるためです。 

　ところが、その弊害も指摘されています。専門化が進んだ結果、現在の学問領域はあまりに
先鋭的になりすぎ、一人の研究者が扱える研究範囲がとても小さくなっています。その結果
研究の”視野”が狭くなり、時として新しいアイディアを出せずに行き詰ってしまうのです。

　そんな時に、世界の研究者やイノベーター（革新を起こす人たち）はどうしているのでしょうか。
　イノベーションを研究しているS.Berkun氏が2005年にアンケートをとったところ(*)、75%以上の人が

と答えています（下図参照）。これは、現在の科学研究においては、自分の専門領域の知識だけでは
限界があり、他の学問世界も知っていなければ突破できない壁がある、ということを示唆しています。

　このFSSのテーマは です。自分の専門領域の世界と、さらに別な知の
領域の世界を”つなげる”ことで、未来の新しい学問の世界を開拓することができるのです。

　静岡大学では、平成29年度から”科学技術振興機構”の委託
を受け「グローバルサイエンスキャンパス」を実施しています。
　本事業は、将来グローバルに活躍しうる傑出した科学技術
人材の育成を目的として、卓越した意欲・能力を有する
高校生に、国際的な活動を含む高度で体系的な、理数教育
プログラムを提供するものです。静岡大学では、来年度も
第三期の受け入れを予定しています。
　つきましては、

なお、第三期の募集は2019年春ごろからですが、書類等の
作成にやや時間がかかりますので、


